
【中企業診断士2 次試験事例問題の解法第4版】サンプル事例問題ー

①  A社は、道路の区画線や標識設置工事などを行う企業である。資本金は5,000万円、

洋売 上高は10億円、従業員は80名である。A社の100 %子会社であるF社とあわせ、

グループ全体で110名の従業員を擁しており、A社が事業を行。ている地方の同業者~

の中では比較的大きな企業である。pF を 買収した直後は利ロ な

誣 現 在は利益率も改善している。

①  A社は、1960年代に創業し、喬度成長期2道路工事需要の高まりを背景に朝の

日ーん 区 画線工事の専門業者として右肩上がりの成長を遂げてきた。A 社が事業を行。てい

る道路工事業界は、公共工事が業務の主力であり、A 社も売上のほぼ100%が県や国

土交通省、またはNEXCO から発注される事業である。

の 建 設業は全般に公共事業の動向に業績を大きく左右されるが、中でも道路工事業は

特にその傾向が強いといえる。首路工事を合め脊公北T事判 社ー 、ら減少

(え されてはいるも

のインフラメンテナンスーで

、一 少傾ー ノ今後も需

①  .、 圦霊トの減が顕著をこなり、, んらかの暫事 、進甲する

ことが堺題となっていた-しかし、新事業分野は既存の工事事業と親和性の高い分野

でなけれは経済生が発揮できないため、進出すべき分野については慎重な模索が続い

ていた。そのような中、道路標識の製造事業者で、A 社社長の知り合いでもあったF

社のオーナー経営者から、後継者不在を理由とした経営譲渡の相談があ。た。. ~

米が古く3 地元の業界では名の知れガ↓発注元から信頼されている企業である。A

社は当時、道路の区画線工事に関連して道路標識の設置工事も行っていたが、道路標

識は他社から仕入れていた。ー 亠 / よ .

って桿のを済を発揮できる可件があると判断したA社社長は/ 最終的にM & A

を宇施しな

⑤  A社社長は、M & Aを行うにあたってこー 、/別

して存続させ研 のネt名を恋車してい加亠 5張

いていた印歳代の人材を後継者として仟命し) 経営を仟せている。当初の話で

は後継者不在とのことだ。たF社だが、A 社社長が目をつけた人材に新社長として就影 3ーー

任するよう説得し、手続き面、財務面に至るまでの支援をA社が全面的に担う事で、
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Fネ十牛抜 きの人材カ対長を務める体制が蕗 ,

①  M & Aを行った当時、F 社は道路標識の製造だけでなく設置工事も行っていた。し

「れつ セ カ 、一 一 み社社号は、, )丁事部門の従 冐キA ~

へー 。移籍にあたっては、給与水準を高めに設定し

たこともあって人件費などの固定費が増大したのはもちろんのこと、相応の社内環境

整備や最低限の入社研修などの一時費用も発生したが、M&A にともなう一人の離職

者も出さず、雇用を守ることができた。

、いては

赱の 一 一 . & Aを機に、物らめてF裃に対すス
也。2 ー 感じるようかり、一 社 の新社長が糧げる物

日のを 共有している-

の従来のF社は、標識の設置工事も自社で行。ていたが、A 社の傘下に入。てから、

工事についてはA社に発注すれば良いことになった。一 一 .

造と設置工事をワンストップで行える数少ない事業者である事には変わりがなく/ 体

ー ろ 発注から設置までがスムーズにな。た

と評判にな。ている。またA社は、F社からの標識設置工事の受注が入るようにな。( ~

て売上高が増大し、利益率も改善した。

⑨

一般に建設・土木業界では、入札できる営業工リアが限られていることが多いため、

貨再る朝同一地域で多くの同業者が限られた仕事を分け合うことになる。このため、同業者ど

折日 うしの競争と同時に、横のつながりも生まれやすい。このことは、収益向上を考える

時に、業界再編を後押しする要因になりがちである。A 社とF社の場合、M&A はひ

とまず成功したといってよい。

ひ が、労イ軌向 11であん道路工事は公共事業である

て題①

た め単年度主であり、4月に始まり3月に終わるという案件が多い。なかでも、道

路の区画線や標識の設置は道路工事の工程において最終段階にあたることから、第 4

Of:)四 半期( 1 ~ 3月) に工事が集中する。にの峡忙期をこ必要な人数の従員 ~ ー -

て雇甲することは離しいため,ー ー ー

労働牛産性を下げていん 百路区ⅷ線T事を櫑識設置丁事は怛当できる技術を持った

従業が分かれているためー 3細かく舁れば↓区画線工事の担当者は
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比較的手が空いているのに一 、一 / と

いった惨況か頻繁に起きていん

ーー 。2000年代に入ってから、

諟 建 設業全体に人手不足と採用難が深刻化している中、就業中の従業員の離職は避けな

徒覯の
ければならな0、現在DA 社グ~ ープは定着率が低0、状況= は無0、が、一 ・

こ騫キニ に少なか十苦労している従鞏目が屮めていス M & A前からのA社従業員

とF社出身の従業員の間で什事の評師基進が異なるのではないかとの不安を持ってい

る従業目もいるらl,し

〇一 、歳 代半げにか みて自身の事業承継について老ス上うにな

事 、匯 ー 。物 代を担う経営署は ヂー :内 琳 あ てほい、 爿

界の先行きが不透明な中、(地方の号業は難ーい経骨判断を追られるため3ュ .
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第1問(配点20点)

A社がM & Aを実施するに至った背景には、道路工事業界の、どのような广 あ

ー 。100字以内で述べよ。

迎合( 0 ) に仕 い〉 → 再 鴟の
第2問(配点20点)

F社を買収した直後、A 社の利益率は、F 社を買収する前よりもヒ したが、その

120字以内で説明せよ。

刮廴を℃  !ラ 心矜・→ ヨ も廴一寺
を、Aんらな棗 。、の 垳

第3問 (配点40点)

A社社長は、F 社を別会社として存続させることを選択した。その理由として、F

社の知名度や顧客基盤をA社グループで活用できること以外に、どのようなことが考
えられるか。以下の設問に沿って答えよ。

(設問1 )

F社が別会社であることは、組織構造の面で、A 社グループにいのうな

ー 、。80字以内で説明せよ。

もさたも。 、支 五の生守→ し たし0

(設問2 ) の征を → 、 のを

A社社長は、買収後もF社の社名を変更せず、F 社の社長にはF社出身の人材を据

えて経営を任せている。そのと し、どのようなことが考えられるか。100字以
内で答えよ。

重tit、ル身
づネひ共、計-ん円 → の #直日

第4問 (配点20点)

A社は、労働生産生の向上と従業員の定着率向上のために、どの上うなッ ろ

亠 。120字以内で提案せよ。

す价生生、 ヒ イし(釶費、毳 い→ も た

乞6 b は 知 、交、価 → 切亠h辷4
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